


実質GDP成長率の推移と予測

変革の時代を切り拓く活力と未来に向け
労使議論のさらなるシンカを

CND
Action! 春の取り組み、はじまります！春の取り組み、はじまります！21
　2月中旬より21春の取り組みが本格的にスタートしますが、全加盟組合がCND方針に基づき、賃金の絶対額をより意識し
「自社の目指すべき賃金水準」の実現に向けた賃金課題を抽出し、要求書提出に向けて執行部での議論を重ねています。今回
のHOLONでは、この厳しい環境下における「21春の取り組み方針」の考え方について解説します。私たち、組合員一人ひとり
が自らやるべきことについても記載していますので、ぜひ実行していきましょう。

チャレンジするのは
「現場で働く人」「人の力」「人のがんばり・役割」がカギ。
労働組合・組合員・会社で将来に向けてどのような会社を目指すか

生活・職場水準の
　 維持・向上

企業の持続的成長
人材の確保・定着

将来不安の払しょく
働く活力
販売業界の魅力向上

賃金水準
の向上

労使で「議論を深化させる（深める）こと」「取り組みを進化させること」「真価が問われること」このすべてが重要であり、
議論で終わることではなく「さらなる」という言葉に「行動すること」がシンカにつながるという思いを込めています。

シンカとは？
Ú「深化・進化・真価」

ス
ロ
ー
ガ
ン

日本経済の
状況

CND
加盟組合の
状況

●組合員の1年間のがんばりを総括し、次年度の活力に

　つなげ「自らの目指すべき水準」の実現・販売業界の

　魅力向上という観点などをふまえ継続して取り組む。

●会社を支えているのは「人の力」であり、そのなかで

　懸命に働いている組合員の「がんばりに報いる」ため、

　さらなる水準の向上や「組合員の生活の安心・安定の

　確保」に向けて取り組む。

労働組合として、このような厳しい環境下においても…

春の取り組みの意義・必要性

2020年度は、4月に新型コロナウイルス感染症拡大による緊急事態宣言が発出され、休業や時短営業などにより販社・業種別ともに大打撃！
5月には全車種併売がスタートしたが、イベント自粛など制限のあるなかで思うような活動ができない状況も…

✓
✓

日
本
経
済
と

ト
ヨ
タ
系
販
社
の
状
況
は
？

2020年のCND加盟組合の状況は？

● GDP成長率はマイナス成長
● 先行きの持ち直しに期待
● 消費者マインドの持ち直し
● コロナの第３波の影響も…

● 全車種併売化による反転攻勢
● 保有ビジネスによる収益基盤強化
● 企業業績のバラツキ

■ 4ｰ5月の自粛分を6月以降で挽回！（新型車効果もあり)
■時短営業のなかで販売・サービス維持に取り組み、効率もUP！
■会社の体質強化に寄与
　（イベント、広告費減 ⇒ コストを掛けずに営業、販促、サービス）

組合員の貢献で、コロナのマイナス分を挽回! これも成果!

一
方
で
・
・
・

トヨタ系販社は踏ん張りから
早期回復基調

資料： 自販連、新車登録速報
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日本経済はまだら模様
業界で大きな差あり
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①組合員の貢献 ②環境によるインパクト ③収益
予測

2020

状
況
イ
メ
ー
ジ

令
和
2
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
っ
て
、人
々
の
仕
事
や
生
活
が
一
変
し
ま
し
た
。

ト
ヨ
タ
系
販
社
で
働
く
私
た
ち
も
、か
つ
て
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
環
境
と
な
り
ま
し
た
。そ
う
し
た
な
か
に

あ
っ
て
も
、感
染
拡
大
防
止
に
努
め
な
が
ら
日
々
の
業

務
や
組
合
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
組
合
員
の
皆
さ

ん
に
、心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

私
た
ち
を
と
り
ま
く
環
境
で
す
が
、12
月
の
月
例
経

済
報
告
に
よ
れ
ば
日
本
経
済
に
つ
い
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
る
も
の
の
、持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、状
況
が
急
速
に
変
化
し
て

い
る
の
で
、感
染
症
が
内
外
経
済
を
下
振
れ
さ
せ
る
リ

ス
ク
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、金
融

資
本
市
場
の
変
動
な
ど
の
影
響
を
注
視
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

私
た
ち
ト
ヨ
タ
系
販
社
に
お
い
て
は
、全
車
種
併
売

ス
タ
ー
ト
や
ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
パ
ー
ツ
設
立
、企
業
統

合
や
組
織
再
編
の
動
き
な
ど
に
く
わ
え
て
、コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
変
化
が
想
像
も
つ
か
な
い
速
さ
で
起
こ
っ
て

お
り
、今
後
も
そ
の
動
き
は
さ
ら
に
続
い
て
い
く
と
考

え
ま
す
。ま
た
、こ
の
な
か
に
お
い
て
、Ｉ
Ｔ
を
活
用
し

た
働
き
方
改
革
や
行
動
の
変
化
が
急
速
に
進
み
ま
し

た
。今
後
も
私
た
ち
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
や
非
接
触

型
の
接
客
応
対
、新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
模
索
な
ど
に
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

C
N
D
第
17
期
後
半
期
に
お
い
て
も
、「『
組
織
力

強
化
、人
づ
く
り
』が
す
べ
て
の
ス
タ
ー
ト
で
活
動
の
基

盤
で
あ
る
」と
い
う
認
識
の
も
と
、「
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
に
〜
い
ま
こ
そ
労
働
組
合
の
存
在
感
を
〜
」を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
組
合
員
と
そ
の
家
族
の
幸
せ
づ
く
り

の
実
現
」に
向
け
て
そ
の
足
場
固
め
に一
層
注
力
し
、取

り
組
み
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。「
貴
重
な
人
生
を
生

き
る
、一
人
ひ
と
り
の
人
間
を
大
切
に
す
る
」と
い
う

C
N
D
の
基
本
理
念
を
常
に
念
頭
に
置
き
、会
社
で

働
く「
人
」が
将
来
に
わ
た
り
意
欲
や
活
力
を
も
っ
て

働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、組
合
員
の
声
を
確
実
に
聞

き
、そ
れ
を
組
合
活
動
や
労
使
交
渉
な
ど
へ
活
か
す
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。引
き
続
き
、組
織

力
強
化
の
ベ
ー
ス
活
動
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る「
組
合

員
の
声 

循
環
サ
イ
ク
ル
」を
確
実
に
実
施
し
、職
場
と

の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
の
充
実
や
組
合
活
動

を
実
践
し
て
い
く
基
盤
強
化
に
向
け
て
取
り
組
み
を
推

進
し
、活
発
な
議
論
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、政
策
・
制
度
に
関
す
る
取
り
組
み
で
は
、

2
0
2
2
年
夏
の
第
26
回
参
議
院
議
員
選
挙
に
向

け
て
、自
動
車
業
界
の
仲
間
で
あ
る「
は
ま
ぐ
ち
誠
」

氏
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。は
ま
ぐ
ち
氏
は「
み
ん
な

で
つ
な
げ
る
明
る
い
未
来
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
」の
実
現
や
、「
職
場
を
明
る
く

元
気
」に
し「
自
動
車
産
業
の
活
性
化
」に
努
め
る
た

め
日
々
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。C
N
D
と
し
て

も
全
力
で
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
の
で
、組

合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

C
N
D
で
は
、「
組
合
員
と
そ
の
家
族
の
幸
せ
づ
く

り
」「
企
業
の
魅
力
向
上
」に
向
け
て
、生
活
水
準
の
向

上
は
も
と
よ
り
、働
き
方
を
変
革
し
、ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
労
使
共
通
認

識
の
も
と
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
・
協
議
を
行
い
、労
働
諸

条
件
の
改
善
や
労
働
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

20
秋
の
取
り
組
み
で
は
、「
人
材
の
確
保
・
定
着
」に

向
け
自
ら
課
題
を
抽
出
し
、〝
安
心
感
〞と〝
信
頼
感
〞

を
よ
り
一
層
高
め
て
い
く
た
め
の
具
体
的
な
要
求
・
申

し
入
れ
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。各
加
盟
組
合
に
お

い
て
は
、ハ
ー
ド
面（
水
準
・
仕
組
み
の
課
題
）だ
け
で
な

く
、よ
り
組
合
員
・
職
場
の
目
線
に
立
っ
た
ソ
フ
ト
面

（
組
合
員
の
心
理
・
心
情
面
の
課
題
）に
つ
い
て
も
チ
ェッ

ク
を
し
て
課
題
を
抽
出
し
、そ
れ
を
も
と
に
会
社
と

議
論
を
行
い
ま
し
た
。自
ら
抽
出
し
た
課
題
を
会
社

と
議
論
し
た
こ
と
に
よ
り
、経
営
者
に
も
よ
り
伝
わ
る

主
張
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。ま
た
、会
社
か
ら
も
企
業
の
魅
力
向
上
に
向

け
た
回
答
や
、よ
り
深
い
議
論
に
向
け
た
労
使
委
員
会

の
設
置
な
ど
、真
摯
な
回
答
や
対
応
を
い
た
だ
き
一
定

の
成
果
が
得
ら
れ
た
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
21
春
の
取
り
組
み
を
迎
え
る
時
期
と

な
り
ま
す
。C
N
D
で
は
、厳
し
い
環
境
だ
か
ら
こ
そ

労
使
議
論
の
真
価
が
問
わ
れ
る
と
い
う
認
識
を
持

ち
、将
来
に
向
け
た
議
論
と
行
動
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。し
た
が
っ
て
、社
会
情
勢
や

直
近
の
収
益
状
況
の
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、労
使
議
論

を
深
化
さ
せ
共
有
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
課
題
や
新

た
な
課
題
に
目
を
背
け
ず
、解
決
へ
の
動
き
を
止
め
る

こ
と
な
く
改
善
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。組
合
員

と
そ
の
家
族
の
生
活
水
準
向
上
に
向
け
て
、引
き
続

き
賃
金
改
善
に
向
け
た
労
使
議
論
を
着
実
に
前
進
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
は
、こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
環
境

に
対
応
し
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
・
立
場
で
懸

命
に
働
い
て
い
ま
す
。ト
ヨ
タ
系
販
社
で
働
く
も
の
と

し
て
、そ
れ
に
見
合
っ
た
労
働
諸
条
件
を
目
指
し
、各

地
で
の
加
盟
組
合
・
企
業
の
存
在
感
や
生
活
・
職
場
水

準
の
向
上
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、「
組
合
員
と
そ
の

家
族
の
幸
せ
づ
く
り
の
実
現
」「
企
業
の
魅
力
向
上
」

に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、日
ご
ろ
か
ら
効
率
的
な
働
き
方

に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
践
し
、そ
れ
を
横
展
開
す

る
こ
と
で「
も
っ
と
い
い
会
社
づ
く
り
」が
実
現
で
き
る

と
思
い
ま
す
。組
合
員
の
皆
さ
ん
の
こ
う
し
た
前
向
き

な
意
見
を
、ぜ
ひ
労
働
組
合
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。何

か
と
不
便
が
多
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
が
、必
ず
み

え
て
く
る
明
る
い
未
来
を
信
じ
、C
N
D
も
組
合
員

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、2
0
2
1
年
が
私
た
ち
ト
ヨ
タ

系
販
社
の
よ
り
一
層
の
飛
躍
の
年
と
な
る
よ
う
、力
強

く
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。と
も
に
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
！

C
N
D
中
央
執
行
委
員
長

小
川 

敬
太

環
境
認
識

組
織
力
強
化
に
向
け
て

結
び
に

「
組
合
員
と
そ
の
家
族
の
幸
せ
づ
く
り
」

「
企
業
の
魅
力
向
上
」に
向
け
て

HOLON Vol.181   2

2
0
2
1
年 

を
迎
え
る
に
あ
た
り

2
0
2
1
年
を
迎
え
て
、

組
合
員
の
皆
さ
ま
に一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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厳しい環境でも処遇改善の取り組みを進めるワケ

●社内の賃金課題って、
　収益が悪いからってそのままでいいの？

●いま、手を打たないと手遅れにならないか？

●環境が悪いからと、自社の課題解決を
　後回しにして大丈夫か？

●組合が抽出した課題に対して、
　経営はどう思っているの？

継続している取り組み コロナ禍で実感したこと

これからの課題

将来的な企業動向なども

安心感も
信頼感もない！

春の取り組みを進めるうえで重要となるのは、職場で働く組合員の生の声。
春の取り組みを進めるにあたっては、職場オルグ、職場集会、全組合員アンケートの実施など、さまざまな手段で組合員の声を集め、
交渉時に経営に伝えていきます。会社との交渉は執行部で行いますが、私たち組合員一人ひとりが自ら積極的に声を出すことが
交渉の後押しとなります。その際は、不平・不満だけではなく、「私たちはこうしていきたい！」という前向きな意見を出していきましょう。

上記水準については、組合員の生活水準の向上を念頭に、労働の質の高まりや自社の賃金課題、格差是正、
地域における自社の賃金の想定的優位性などを勘案して設定する。

● 金額の算定ベースは、新基準内賃金（CNDベース）とする。
● 要求は年間協定とし、夏・冬の月数を明示する。
● 長期休務者に対する最低保障は、40%以上とする。

● 自社の賃金課題の解決
● 変化への対応

● 経済環境・収益状況
● 将来を見据えた取り組み

「絶対額」の取り組み
「目指すべき賃金水準」の実現
✓
✓

とりまく環境の変化
基本給（基準内）の大切さ

✓
✓

そのためにも 組合員の声が重要

人材の確保・定着
多様性への対応
✓
✓

いまは環境が悪くても、未来に向けていまやるべきことがある！
これに取り組むことが労働組合の役割！

③ 意見の仕分け

④ 要求内容構築

⑤ 要求・提言・交渉

⑦ フィードバック

⑥ 会社回答

② 組合員の声・職場実態の把握

① 事前労使協議会
START

？？

ただし、年間協定月数の水準向上に向けて、昨年妥結月数以上を要求する。

自社の「目指すべき賃金水準」の実現に向けて、
全加盟組合で各ポイント別の絶対水準について具体額を要求する

● 非正規労働者（組合員）については、正社員と均衡ある処遇の実現に向けた賃金要求とする。
● 組合員化していない非正規で働く仲間の処遇改善に向け、各加盟組合の実態に応じた取り組みを議論することにくわえて、
　組合員化に向けた取り組みを推進する。

春の取り組みとは賃金や一時金の交渉だけでなく、労使双方で社会全体の動向や組合員の1年のがんばりを評価
したうえで、次年度に向けてどのような働き方を実践していくのかを議論する場です。その他にも、労使交渉では解決
できない税制や社会保障制度の課題解決に向けて、政策・制度に関する取り組みも推進しています。

● 未締結の組合は、企業内最低賃金協定を締結することを最優先とする。
● 企業内最低賃金は18歳以上の労働者に適用することとし、164,000円以上を基本とする。
● 特定最低賃金のある都道府県では、「特定最低賃金」の金額改定を念頭に水準の上積みを図る。

すべての加盟組合が企業内最低賃金協定締結を要求する

CND21春の取り組み要求方針 具体的な要求内容

● 組合員は、コロナ禍の急激な働き方の変化に対応し、
日々改善を重ね、実行している。

● 直近の厳しい環境をふまえつつも、職場の課題解決に
取り組むということに変わりはない。

● これまで取り組みを振り返り、将来を含めた中長期的な
視点を持った賃金課題の解決が必要。

● 「自社の目指すべき賃金水準とは何か」「その実現のため
に必要なこと、必要なものは何なのか」についてより詳細
な賃金検証や職場の課題を洗い出し、検証・検討し
「自らが考える要求」の構築が必要。

● 労働組合として、組合員の生活を守り、私たちの将来、
そして企業のさらなる発展に向けて、歩みを止めることなく
「目指すべき賃金水準」を実現する。

● 「自らの目指すべき賃金水準の実現」に向けて、継続的に
「絶対額」の取り組みを進める。

● 自社の課題解決を図ってきたが、積み残してきた課題や、
将来を見据えた新たな課題も存在。

● 人材の確保・定着、多様性への対応、将来的な企業動向
や、コロナ禍において残業や報奨金の減少なども念頭に
基準内賃金の重要性についていま一度認識を高め、
具体的な要求水準を構築。｠

● 厳しい環境を乗り切るために組合員・社員が一丸となって
意欲・活力を持ち続け、現在だけではなく将来に向けて
安心感・信頼感を高めるためにも着実に労使議論を重ね、
自社の目指すべき賃金水準の実現に向けて取り組む。

個別賃金 「代表銘柄（35歳・中堅労働者・扶養3名）の絶対水準」を要求する。

平均賃上げ 賃金カーブ（制度）維持分にくわえて、「賃金の根元からの高さ」から算出した必要額については
組合員一人当たりの額を要求する。

年間一時金

賃 金

年間5カ月を基準とする

非正規労働者の基本的労働条件の整備

企業内最低賃金

みんなで
職場の声を
執行部に届けよう！

ポイント
！

組合員の総意として、
会社に要求！

ポイント
！

交渉状況や
回答内容を

組合ニュースなどで
チェック！

ポイント
！● 退職者に対する支給基準

算定期間すべて在籍した場合＝全額支給
算定期間の一部にのみ在籍した場合＝在籍期間に応じた支給（日割り計算）
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組合員の声
循環サイクル
イメージ

報 告

職場オルグ

執行委員会

労使協議会



トヨタモビリティパーツ労働組合北東北統括
支部では、2021年２月に職場長の研修を
計画中。職場長を中心に、職場で解決まで
導くことができる課題を増やし、さらなる組織
強化を目指します。
また、現在の平均年齢は42歳で高齢化が
進んでおり、働き方や考え方などが多様化し
てきていると感じているそう。「2021年は60
～65歳（嘱託社員）の組合員化についても
取り組みを進めていきたい」と、委員長や執
行部メンバーは語ります。全国一つとなった
いまだからこそ、改めてこれまでの取り組みを
見直し、組合員一人ひとりのために、長く安
心して働ける職場をつくっていきたいと話し
てくれました。

月に１度職場長にヒアリングを行い、労使小委員会
で組合員の声を経営に届け、結果を速報や機関紙
で全組合員へ展開するなど、精力的に活動を行っ
てきたトヨタモビリティパーツ労働組合北東北統括
支部。
会社の合併、組合の統合という重要な局面で、新
型コロナウイルス感染症の影響が拡大。組合員の
合併･統合への感心は高く、待遇面や独自の制度
などがどう変わっていくのか不安に感じている人も
多かったよう。執行部はTV会議を活用した説明会
の実施に加え、質疑や意見を受け付けて、後日全
組合員にフィードバックしました。

全国の共販店とタクティーが合併し、全国加盟組合15共販の労働組合が11月に統合しました。待遇や
給与、休日など、さまざまな規定がどう変わるのか。組合員の不安はとても大きく、他の共販店の水準を意
識する人も増えてきています。会社も合併したばかりで、全国での議論もこれから。「執行部もわからないこ
とが多いけれど、組合員へ統合に関する理解を促したり、不安を受け止め、職場の声を伝えていくなどしっ
かりと役割を担っていきたい」と話します。

社会も、働く環境もどんどん変わっていく時代。全国の加盟組合では、世の中の流れに対応しようと、さまざま
な試行錯誤を繰り返し、取り組みを深めています。この企画では、前に進むために日々挑戦を続ける加盟組
合を紹介します。他労組のアイデアや取り組みを参考に、もっと働きやすい職場を目指しましょう。

組
合
員
の
喜
ぶ
こ
と
よ
り
も

組
合
員
の〝
た
め
〞に
な
る
こ
と
を
！

統合組合への理解を促し 職場の声を届ける役割を担う

組合員一人ひとりのために
長く安心して働ける職場へ

TV会議を利用する説明会、質問の回答を全組合員へ展開

A c t ion！

■組合員数
132名
（2021年1月現在）
■執行委員長
前川健吾
■組合結成
1983年4月24日

●TV会議を利用した全組合員への

　説明会（7･８月）

●質疑や意見を集約し、後日回答を

　全組合員に展開

●TV会議での定期大会を開催（10月）　

●速報や機関紙で活動内容を展開

　（現在はメールで送付、将来的には

　 LINEの公式アカウントで展開予定）

　　　　　　　　　　　　　 ほか

2020年4月、全国の共販店とタクティーが合併。11月にはト
ヨタ部品東北共販労働組合から、トヨタモビリティパーツ
労働組合北東北統括支部に変わりました。
「11月より全国統合となりましたが、それぞれの支部が違っ
た課題をもっており、支部が主体的に魅力ある職場づくり
に向け取り組みをしていくとともに、組合員の喜ぶことより
も、“ため”となる活動を意識しています」と委員長。組合員
とその家族の幸せのため、経営と話し合いを深めながら、
日々の活動を細やかに行っています。

いま、解決すべき課題は「コロナ禍でどう組
合活動を行うか」と2019年4月導入の「営
業スタッフ完全時間算定」の運用です。
2020年はコロナウイルス感染症の影響
で、レクやフォロー研修などが中止に。WEB
会議のシステムを整えるなどの対策を検討
中です。「完全時間算定」は、長時間労働
の是正に向けて導入したものの、確実な運
用にまだ課題がある職場も。2020年秋の
取り組みで、会社と組合が協同で監査機
関を設置し、取り組みを深めることが決定し
ました。「『悩みや課題を組合に言うだけム
ダ』とならないよう、組合員からの声にはしっ
かりフィードバックを行っていきたい」と委員
長は語ります。

各年次のフォロー研修は、全員（60～80名）
参加かつ約半日かけて行います。主なプログ
ラムは労働組合と会社からの研修（グループ
ワーク等）と懇親会です。懇親会は同期との
仲を深め、さらに日頃の出来事などを気兼ねな
く言い合う場としても活用してもらっています。
そのなかでは早急に解決すべき課題をキャッ
チすることも。また、執行部の顔を覚えてもら
い、組合に親近感を持ってもらえるというメ
リットもあり、レクの参加率の高さや組合活動
のやりやすさにもつながっています。

以前は新人向けの組合研修のみを行っていましたが、若手の離職防止に関して会社との協議を進めた
結果、会社と組合の共催で「2年次フォロー研修」「3年次フォロー研修」をスタート。新入社員は、配属後
に同期で集まる機会も少なかったので、悩みや課題を溜めてしまいがちに。2年次や3年次だからこそ伝え
たいことを研修内で行うとともに、悩みや課題を、確実に聞く。

困
っ
た
ら
最
初
に
相
談
に
き
て
！

「
頼
ら
れ
る
組
合
」を
目
指
し
て

若手の離職を防止するため、悩みや課題を共有する機会に

解決すべき課題に対して
しっかり取り組みを
進めていく

組合員の課題をキャッチし、解決に向けて
確実に動く

A c t ion！

■組合員数
930名
（2021年1月現在）
■執行委員長
渡邉 努
■組合結成
1973年7月1日

ソフトボール大会やウミガメ放流体験、牡蠣食べ放題ツ
アーなど、年間でさまざまなレクを企画･運営し、組合員の
参加率も高いというトヨタカローラ名古屋労働組合。30店
舗42職場あり、執行部と組合員の関係も良好。困ったら最
初に相談に来てほしいと「組合員から頼られる組合」を目指
しています。そのためにも、組合員にしっかりと「フィードバッ
ク」をすることを心がけています。

少し先行く、
加盟組合の挑戦

トヨタモビリティパーツ労働組合トヨタモビリティパーツ労働組合トヨタモビリティパーツ労働組合
北東北統括支部北東北統括支部北東北統括支部

トヨタカローラ名古屋労働組合トヨタカローラ名古屋労働組合トヨタカローラ名古屋労働組合

チャレンジ 組織力アップのため、
組合員へこまめにフィードバック！

2年次･3年次フォロー研修で組合員の声を聞くチャレンジ

目
的1

行
動2

目
的1

行
動2

●休日１日増（20秋取り）　●営業スタッフへの付与携帯の運用ルールを策定　

●新型コロナウイルス感染症対策として、各営業スタッフにアルコール消毒の配布

●永年勤続制度表彰の見直し（18秋取り）

●60歳以降の待遇改善（2021年から取り組みスタート予定）

、、、、 2211 !!

執
行
委
員
長

前
川
健
吾（
販
売
企
画
）

書
記
長

照
井
啓
太（
企
画
支
援
）

副
執
行
委
員
長

田
口
侑
哉（
商
品
管
理
）

執
行
委
員

齊
藤
成
奈（
営
業
推
進
）

執
行
委
員

齋
藤
日
香
理（
受
注
）

執
行
委
員

滝
川
大
貴（
受
注
）

執
行
委
員

小
松
原
聡（
販
売
企
画
）

副
執
行
委
員
長

井
寺
智
定

（
本
社
ス
タ
ッ
フ
）

書
記
長

土
平
篤
司（
営
業
）

副
執
行
委
員
長

古
賀
崇
才（
店
長
）

書
記
次
長

五
島
か
お
り

（
本
社
ス
タ
ッ
フ
）

執
行
委
員
長

渡
邉 

努（
専
従
）

執
行
委
員

本
多
正
和（
店
長
代
行
）

執
行
委
員

岩
佐
雄
之

（
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
）

執
行
委
員

松
清
慎
吾（
営
業
）

書
記

古
田
美
和
子（
専
従
）

TV会議による定期大会の様子

「組合員の声」から提言につながり、改善されたこと「組合員の声」から提言につながり、改善された&取り組んでいること

●営業スタッフ完全時間算定の導入（18秋取り）

●55歳査定の廃止･高齢者の処遇改善 Æ 65歳定年を実現（18秋取り）

●半日有給休暇取得制度の導入（20秋取り）　●年間休日120日に向けた休日増（20秋取りにて112日へ）
定期大会の様子

!! !!

●「1年次フォロー研修（新人組合員研修）」

　に加え、「2年次フォロー研修（10月）」

　「3年次フォロー研修（11月）」を開催

●「労働組合の取り組み」のほか、

　ろうきん担当者を招いて「マネートラブル

　講座」などを実施

●懇親会で同期の仲を深め、悩みや課題を

　吐き出してもらう

　　　　　　　　　　　　　　　　ほか
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「
働
き
方
の
変
化
や
女
性
ワ
ー
カ
ー

の
増
加
な
ど
、時
代
が
移
り
変
わ
る
と

と
も
に
、大
型
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど

に
出
店
す
る
ブ
ラ
ン
ド『
フ
ァ
ミ
マ
‼
』

に
、新
し
い
価
値
を
プ
ラ
ス
し
た
い
と

考
え
て
き
ま
し
た
」と
関
根
さ
ん
。

そ
の
一
つ
の
答
え
が
、2
0
2
0
年

2
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
ア
ー
バ
ン
･

フ
ァ
ミ
マ
‼
」で
す
。洋
服
だ
け
で
な
く

食
品
や
雑
貨
も
取
り
扱
い
、飲
食
の
業

態
も
持
つ「
ア
ー
バ
ン
リ
サ
ー
チ
」の
柔

軟
性
に
魅
力
を
感
じ
て
協
業
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
ア
ー
バ
ン
･
フ
ァ
ミ
マ
‼
」の
コ
ン

セ
プ
ト
は
、「
W
O
R
K
&
L
I
F
E 

P
L
A
T
F
O
R
M（
ワ
ー
ク
＆
ラ

イ
フ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）」。利
用

者
の「
働
く
時
間
」と「
生
活
」の
両
軸

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

「『
フ
ァ
ミ
マ
‼
』は
ワ
ー
ク
、『
ア
ー

バ
ン
リ
サ
ー
チ
』は
ラ
イ
フ
と
わ
け
、そ

の
融
合
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
店
舗
づ
く
り

を
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
、オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
に
入
る『
フ
ァ
ミ
マ
‼
』は
、平
日

の
集
客
力
が
高
い
こ
と
が
特
長
で
し

た
。『
ア
ー
バ
ン
リ
サ
ー
チ
』は『
フ
ァ
ミ

マ
‼
』の
集
客
力
の
高
さ
に
着
目
し
、

互
い
の
送
客
効
果
を
期
待
し
て
、今
回

の
協
業
に
至
り
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

新
業
態
の
店
舗
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ

る
た
め
、約
3
年
を
か
け
て
話
し
合

い
、一
体
と
な
っ
た
世
界
観
を
演
出
す

る
こ
と
に
し
た
そ
う
。

「
こ
れ
ま
で『
フ
ァ
ミ
マ
‼
』は
、い

か
に
効
率
よ
く
買
い
物
を
し
て
い
た

だ
く
か
を
重
視
し
て
い
ま
し
た
。し
か

し
、お
客
様
の
生
活
ス
タ
イ
ル
が
変

化
し
た
こ
と
で
、今
は
ど
う
し
た
ら

よ
り
心
地
よ
く
買
い
物
を
し
て
も
ら

え
る
か
も
考
え
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

近
く
に
あ
る『
フ
ァ
ミ
マ
‼
虎
ノ
門
ヒ

ル
ズ
店
』は
、個
室
ブ
ー
ス
を
６
席
設

け
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら

は
、商
品
の
販
売
だ
け
で
は
な
く
、ご

利
用
さ
れ
る
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
取

り
入
れ
た
店
舗
も
必
要
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
」と
関
根
さ
ん
は
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

「
ア
ー
バ
ン
･
フ
ァ
ミ
マ
‼
」は
、2

月
に
開
店
し
て
す
ぐ
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た

も
の
の
、現
在
は
出
勤
す
る
人
も
増

え
、売
上
は
回
復
傾
向
に
あ
る
と
言

い
ま
す
。

「『
フ
ァ
ミ
マ
‼
』と
し
て
は
、通
常

店
舗
に
比
べ
て
土
･
日
曜
、祝
日
の

利
用
が
見
込
め
て
い
る
の
が
一
番
大

き
い
。ま
た
、『
ア
ー
バ
ン
リ
サ
ー
チ
』

側
の
グ
リ
ー
ン
バ
ー
で
ク
ラ
フ
ト
ビ

ー
ル
も
販
売
し
て
お
り
、夜
、お
酒
を

飲
む
方
が『
フ
ァ
ミ
マ
‼
』で
お
つ
ま

み
を
買
う
シ
ー
ン
を
目
に
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
」と
関
根
さ
ん
。

「
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
っ
て
世
の
中

が
急
速
に
変
化
し
て
い
ま
す
。今
後

も
お
客
様
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化

や
求
め
る
も
の
を
敏
感
に
察
知
し

て
、新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
価
値
を
ど
ん

ど
ん
提
供
し
て
い
き
た
い
で
す
」。
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や
わ
ら
か
く
、発
想
を
転
換
す
る

新
境
地
を
目
指
し
て
挑
戦
す
る
、企
業
の
新
事
業
や

企
業
間
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。

何
を
目
指
し
、ど
の
よ
う
な
挑
戦
を
し
て
き
た
の
か
、

そ
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

アーバン･ファミマ‼と
は

話を伺ったのは

株式会社ファミリーマートと
株式会社アーバンリサーチのコラボレーション店舗。
虎ノ門ヒルズ周辺で働く人をメインターゲットに、

2020年2月オープン。

■東京都港区虎ノ門1-17-1
　虎ノ門ヒルズ ビジネスタワー2階
■営業時間 7:00~23:00

株式会社ファミリーマート
エリアサポート本部 広域・大規模法人開発部

ニューマーケット開発グループ
関根 美津絵さん

外観や内装などを変えて、
大型のオフィスビルなどに出店するブランド

「ファミマ‼」を担当。

2
0
2
0
年
2
月
に

新
業
態
店
舗

「
ア
ー
バ
ン
･
フ
ァ
ミ
マ
‼
」

を
オ
ー
プ
ン

一 

体 

感

��
������

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル（
持
続
可
能
な
）

��
������

ワ
ー
ク
と
ラ
イ
フ
の

融
合
を
目
指
し

協
業
に
よ
る

相
乗
効
果
を
期
待

時
代
の
移
り
変
わ
り
に

合
わ
せ
て

新
し
い
ア
イ
デ
ア
や

価
値
を
提
供 ア

ー
バ
ン・フ
ァ
ミ
マ
‼

第
１
回

�
�
�
��・

�
�

��
�

「
ア
ー
バ
ン
･
フ
ァ
ミ
マ
‼
」

の
店
舗
づ
く
り

地
域
の
人
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト

��
������「アーバン･ファミマ‼」はオ

フィスビルで働く人がメイ
ンターゲット。しかし、今後
虎ノ門に住む人が増える予
定もあり、ワインセラーや
手土産コーナーをつくり、
地域の人にも利用してもら
える工夫を行っています。

売場

「アーバン･ファミマ‼」の内装にはサ
スティナブルを意識した素材を使用
しています。例えば、壁面には珈琲豆
をリサイクルした内装ボードを、イー
トインの照明や家具は、店舗や倉庫
で使われなくなったものを再利用して
います。また、カウンター表面は木材
の小片を集めて圧縮したものを使用。
天井にも、卵の殻をリサイクルしたペ
イントを使用しています。

コンビニとセレクトショッ
プが一体となった店舗づ
くりを目指しています。「ア
ーバン･ファミマ‼」オリジ
ナルのエコバッグやタンブ
ラーを販売。また、「ファミ
マ‼」と「アーバンリサー
チ」エリアの両方を利用し
やすいように、イートイン
スペースを真ん中に配置
しています。

イートインスペース

カウンター






